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■ 会 長 報 告         森下 敏顯君 

皆さん、こんにち

は、又、本年初め

てお目にかかる

方もいらっしゃ

いますので改め

まして、あけまし

ておめでとうご

ざいます、今年もよろしくお願いいたします。 

先ほど黙祷を捧げさせていただきました、村松

とも子様には我々会員、家族、いつも温かく優し

く接していただき本当にありがとうございまし

た。あのシャキッとさわやかな、お姿は忘れるこ

とはありません。安らかなお眠りをお祈り申し

上げます。 

又、江崎友次郎様に於いては 10 月に体調を崩さ

れ 3 週間少し入院されたそうです、我々も気が

つかず申し訳ありませんでした、11 月より、少

しお痩せになったかなとは思いましたが、普通

に例会出席をしていただいた為、つい最近まで

気つかずいてしまいました。申し訳ありません

でした、又、改めてご快気おめでとうございます。 

寒い中、お体に充分お気をつけてください。 

新しい年を迎えますとロータリーは新年度に向

けての行事も平行して始まります 

3月5日には今年度の第5分区のIMがあります、

そして 3月 21 日には次年度の PETS があり、4月

10 日には次年度の地区協議会があります。 

又、藤枝ロータリークラブが新しく生まれ変わ

る季節になりました。ご期待ください。 

冬から春への躍動する一番期待でわくわくする

季節を迎えます。 

僕の残りの人生がどのくらいあるか分かりませ

んが、どんな事でも前向きに楽しんで取り組む

事が自分の充実感、それが幸せ感になり、廻りの

人にも、幸せを呼び込む元になるんだろうと生 

意気に感じるこの頃です。会長職ももちろん同

じです、後半も楽しく会長をやらさせていただ

きますのでよろしくお願いします。本日はクラ

ブ協議会になっています。各委員長さんには報

告、今後の予定につきよろしくお願いします。 

親睦については平親睦委員長にお願いして、楽

しかったクリスマス例会のような夜間例会、日

帰り親睦旅行を今後お願いしてあります。楽し

みにしてください。いずれにしても健康が第一

です、このことがすべての始まりですから、健康

な心、体を持つ努力を怠らないようにしていき

たいとおもいます、一年よろしくお願いいたし 

ます。 

それではこれで会長報告を終わりにいたします。 

ありがとうございました。 

■ 幹 事 報 告          大長 昭子君 

・英字版ロータリアン誌が届いております。 

■ 出 席 報 告           平野 純也君 

本日のホームクラブ

出席者 
前回の補正出席者 

32／41 78.04％ ／41 ％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○鈴木邦君 ○鈴木舜君 ○鈴木透君 ○仲田君

○松葉隆君 ○村松君 ○仲田廣君 江﨑友君 

大杉君 池谷君 

(２)メークアップ者  

松葉 隆夫君（藤枝） 間野 日出男君（藤枝） 

松田 真彦君（藤枝） 

■ スマイル B O X          平野 純也君 

・12 月 23 日のクリスマス夜間例会では、孫が

２人お世話になりました。   松葉 隆夫君 
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・結婚記念のお祝いありがとうございました。共 
 に健康で暮らしていけたらと願っております。

仲田 廣志君 
・クリスマス会では、孫 2 人がお世話になりあ

りがとうございます。喜んでおりました。 
仲田 廣志君 

・皆勤賞ありがとうございました。青島 克郎君 
・皆出席のお祝いありがとうございました。 

池ノ谷 敏正君 

スマイル累計額  １２１，０００円 

■ ク ラ ブ 協 議 会               

 

会員増強維持 

委員長 

 

 土屋 富士子君 

 

会員増強は必要なのですが、誰もかれもとはい

かず皆さまの協力が大変重要になります 

何人かには電話、また、お会いし入会について説

明に伺いましたこともありましたが入会にまで

にはなかなかならず苦労をいたしております。 

クラブ員みなさま、宜しくお願いいたします。 

簡単で申し訳ございませんが、御協力宜しくお

願いいたします。 

 

 

クラブ管理運営 

     委員長 

 

 島村 武慶君 

 

 

2015-2016 年度の前半の委員会報告として、ボリ

ュームのある中で大きなトラブルもなく順調に

例会が運営されていると思います。 

それぞれの担当リーダーが責任をもって、役務

をさばいていて頂き、感謝の限りです。 

出席率の向上という、宿題に対し年度後半には

具体的な動きが出来ればと思っております。そ

のために一度委員会内の懇親を深めるという意

味も含め、会議を行いたいと思います。 

後半には、森下会長希望の会員旅行例会も開催

の予定です。あと半分ですが、委員会メンバー一

丸になって、職務遂行したいと思います。 

 

奉仕プロジェクト 

    委員長 

 

江﨑 晴城君 

 

 

10 月 25 日に行った「藤枝再発見健康ウォーキ

ング」は会員を含め 260 名の参加でにぎわいま

した。地区の補助金をいただき、ロータリー財団

委員会と協力して計画実行しました。当日参加

した市民から今後も継続しての開催を希望する

声が多く聞かれました。11 月 25 日に開催いま

した「職場訪問例会」は SBS 学苑藤枝校での移

動例会でした。人気講座である「らくらくスマホ

活用術」と題してスマートホンの機能、今後の可

能性をじっくり聞きました。今後は当クラブの

看板事業となっている静岡産業大学への冠講座

が始まります。詳細はまだ決まっておりません

が、火曜日 13 時から 14 時 30 分の 90 分間と

なるようです。初回の 4 月 19 日には野口ガバナ

ーにお越しいただきたいと思っています。 
 

 

 

 

青少年委員長 

 

 松田 真彦君 

 

 

当年度上半期の活動報告は以下の通りです。 

 ・インターアクト年次大会（山梨県）７月  

担当者山田会員参加 

・インターアクト指導者講習会(静岡県)１１月 

担当者山田会員参加 

・藤枝順心高校訪問（インターアクト発表会） 

６月１０日 

・第２０回国際ロータリー日本青少年交換研修

会参加（静岡市） ５月１６日 

・サッカー、武道の開会式及び閉会式参列 

・藤枝順心高校インターアクト部例会参加 

１１月１８日 

・台湾国立高校生の修学旅行での交流会セッテ

ィング １月２７日 明誠高校にて 
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ロータリー財団 

     委員長 

 

 青島 克郎君 

 

 

ロータリー財団上期報告 

・ポリオプラス寄付   

年間 2,000 円×41 名 82,000 円 支払い済み 

・ロータリー財団恒久基金寄付 

仲田廣志君にベネファクターをお願いし1,000  

ドル(@124 円) 124,000 円の寄付を頂き支払い  

を済ませた。 

・藤枝再発見健康ウォーキングプログラムの実施 

  地区補助金プログラムとして奉仕プロジェク

ト委員会の協力を得て 10 月 25 日に「藤枝再発

見ウォーキング」を開催し 200 名の参加者を集

め好評を得た。総費用は 531,690 円でその内

226,900 円が地区補助金であった。 

・奉仕プログラム委員会と合同委員会を開催 

(7 月 10 日) 

・ロータリー財団月間にロータリー財団につい

ての卓話を実施(11 月 4 日) 

・地区ロータリー財団管理セミナーに参加 

(8 月 23 日) 

 

米山記念奨学会上期報告 

・米山記念奨学会普通寄付 

 前期分 1,000 円×41 名 41,000 円 支払い済み 

・米山記念館寄付 

年間 500 円×41 名  20,500 円 支払い済み 

 

ロータリー財団下期計画 

・ロータリー財団年次寄付     

 年間 120 ドル(@120 円)×41 名 590,00 円   

2 月に支払い予定     

・次年度ロータリー財団委員会と協力して次年

度の地区補助金事業について検討する。 

・必要に応じて奉仕プロジェクト委員会との合

同委員会を開催する。 

・ロータリーカードの普及に向けてさらなる啓 

蒙活動を行う 

米山記念奨学会下期計画 

・米山記念奨学会普通寄付 

 後期分 1,000 円×41 名 41,000 円  

2 月に支払い予定 

・米山記念奨学金特別寄付 

 年間 12,000 円×41 名 492,000 円 

2 月に支払い予定 

・5 月 18 日の例会に米山奨学生を招き卓話を 

お願いする。   

■ 委 嘱 状 授 与            

 

職業奉仕委員会 

   副委員長 

 

 石垣 善康君 

 

 

 

 

１月のお祝い 
おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／荒井君） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


